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Abstract
lmage analysis Of the larld(near Tappi Promontory,Aomori prefecture)
was performed using aerial phOtOgraph, because aerial photograph has
much ground resolutiOn than satellite remote sensing data. First aerial
phOtOgraph and cOntour line were piled up using digital ilnage processing
methodo Next analysis Of the forest was tried using the saturation
component of green.
1. 1よ じ め  (こ
自然エネルギーとして古くから利用されてきたものの一つに、風車を用いた風
カエネルギーがある。この風車の設置に際 しては、様々な地形において風カエネ
ルギーとして利用できる風速・風向等のデータを知る必要があるが、これらを推
定する方法の一つとして、計算機による数値シュミレーションが行われている。い
このシュミレーションを行うためには地形の地表祖度、障害物、3次元地形起伏
データ等のパラメータを決める必要がある。地表に関するデータとしては、最近
入手が容易になつた人工衛星によるリモー トセンシングデータが広 く用いられて
いる。 しか し、これらの衛星データの地上分解能は主なものでLANDSATは
TMが30m、SARが25m、MOS-1は50m、NOAAは1.l km等となつてお
り、地表の細かい領域を観測するには分解能が不足 しているのが現状である。こ
れに対 して航空写真 (アナログ写真データ)を用いると、高い分解能で地表の解
析を行うことができる。この航空写真データは衛星画像データのようには容易に
入手することができないが、今回東北電力の協力により航空写真を入手すること
ができたため、この航空写真を用いて地表の画像解析を試みることにした。
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2.使用した画像データ
今回地形観測用画像として使用したのは、青森県の竜飛崎にある東北電力によ
る風速計設置付近をヘリコプターから撮影した航空写真である。これは約650m
平方の地形を34.5Cm平方に収めた写真である。また2500分の1地形図からデジ
タイザーにより10m間隔の等高線を抽出したものを入力地形図とした。
画像入力は ドラムスキャナを用いてサンプリングピッチ500 μ mで行つた。入
力した画像は512×512画素からなり(表示領域は512×480画素)、 航空画像は
RGB各8ビット(256階調)の1600万色フルカラー画像であり、地形図は入力し
た画像を2値化した画像である。航空画像を図1に、地形図を図2に示す。尚後
で述べる画像の幾何学的補正のために、地形図には道路を付け加えてある。
各処理は東芝製の画像処理装置TOSPIX―Ul上で、メニュー形式の粒子
解析ソフトウェアを用いて行った。
3.航空画像と地形図の重ね合わせ
航空画像と地形図は座標系が異なるため、この2つの座標系を重ね合わせるた
めに幾何学的補正を行つた。実際には両画像の道路上のある地点を指標として、
地形図をアフィン変換により拡大・回転し、更に道路の除去と細線化を行い航空
画像に重ね合わせた。アフィン変換を施した地形図を図3(a)に示す。
実際に行った重ね合わせの手順を以下に示す。
① まず図 1の航空画像のRGB各成分に対 して図3(a)の画像 との論理積
(AND)をとると、重ね合わせる等高線の部分が黒 (0レベル)になつたRG
Bのマスク画像が作成される。
② 次にこれらの各マスク画像に対して図3(a)の画像を白黒反転した画像 (図
3(b))との論理和(OR)をとると、重ね合わせる等高線の部分が白(255レベ
ル)で表された画像になる。
③ 最後にこれらの3枚のRGB成分によりカラー画像を作成する。
以上の手順で航空画像と地形図を重ね合わせた画像を図4に示す。航空画像上
に等高線が白で示されているのがわかる。
この航空画像の地上分解能は0,92m/画素であり、人工衛星画像データと比較
して一桁以上高い値になつており、より詳細な地形解析を行うことが可能である
と考えられる。
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図2 地形図 (等高線に道路を付け加えたもの)
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図3(a)重ね合わせる地形図
(図2をアフィン変換し
細線化した画像)
(b)(a)の白黒反転画像
図4 航空画像と地形図を重ね合わせた画像
(a)R 成 分
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(b)G 成 分
(c)B成分
図5 図1のカラー画像のRGB成分
(各256階調 )
(a)明度成分(I) (b)色相成分(H)
(c)彩度成分(S)
図6 図 1の画像をRGB→IHS変換 した画像
(明度、色相、彩度に分解)
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図7 彩度成分のヒス トグラム
図8 彩度成分の擬似カラー表示
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4.彩度成分による森林密度の解析の試み
観測地点は周囲が主として森林に覆われているため、風速への影響を考えるた
めには地形図による標高データに加えて、周辺の森林の密度や高さのデータを解
析する必要がある。そこで森林の密度を画像処理手法により解析する試みとして、
緑色のあざやかさによる森林の分類を行ってみた。
カラー原画像は赤(R)、緑(G)、青(B)のRGB成分で表されているが、これを
画像の明るさを示す 明度 (I:inte nsit y)、色の種類を示す色相
(H:hue)と色のあざやかさを示す彩度(S I saturation)の3つの要素
に分解した(RGB→IHS変換)。 RGB成分を各々図5(a)―(c)に、分解した
IHS成分を各々図6(a)―(c)に示す。
明度成分はカラー画像から明るさを抽出したものであるため、モノクロ化した
画像を表している。色相成分では、森林部分は緑色の範囲の階調部分 (階調100
付近)として表されている。彩度成分では、彩度が高い部分は明るい部分でより
あざやかな緑色であることがわかる。彩度成分の画像のヒストグラムを図7に示
す。この彩度成分の画像を祝覚的に分かりやすくするために16色の擬似カラーで
表したものを図8に示す。この図で白い部分が最も彩度が高い部分 (階調値240
～255の範囲)であり全体の約16%を占めている。
以上の解析では観測地点全体について処理を行つたが、実際には緑色の森林部
分のみを抽出してから解析する必要がある。また実際の森林の密度との詳細な相
関関係は、森林の植物学的データ(季節や森林の種類等)や衛星データによる解
析結果等と比較検討を行う必要がある。
5.む  す  び
竜飛崎周辺の航空写真と地形図 (等高線)の重ね合わせを行った結果、高い地
上分解能で地形の解析を行える可能性があることが示された。更に森林密度を画
像解析するために彩度成分に分解し、緑色のあざやかさによる分類を試みた。
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